
〇保育所等の提供量については、年少人口の減少に伴う利用児童数の減少と併せて、
　 保育所等において、いずれの年齢においても欠員が生じている状況であったため、
 　新規整備は行わず、既存施設の受け入れ員数の調整等により対応する旨を計画に記載した。

☞令和8年４月１日時点においては、０歳から２歳までの定員に対する充足率が大幅に上がり、
　  昨年度に比べて待機児童数が増加する見込みとなっている。
　 保育所・小規模・認定こども園における１歳児の定員366名に対し、360名が利用している状況であり、
　 １歳児の定員については充足率が98.4％となっている。（R7は85.7％）

※令和６年度当初申請者数…６９７人、入所決定者数５７３人 　待機児童数…３人
 　令和７年度当初申請者数…６１２人、入所決定者数５２７人 　待機児童数…２人
 　令和8年度当初申請者数…５６１人、入所決定者数５３８人 　待機児童数…６人（見込み）

施設数 24 18 4 24 18 4

定員数 456 1,507 270 456 1,507 270

施設数 24 18 4 22 18 5

定員数 456 1,507 270 397 1,424 350

施設数 100.0% 100.0% 100.0% 91.7% 100.0% 125.0%

定員数 100.0% 100.0% 100.0% 87.1% 94.5% 129.6%

利用者数 325 1,392 261 326 1,231 330

利用割合 71.3% 92.4% 96.7% 82.1% 86.4% 94.3%
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